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In universities of information system area, PBLs are implemented centering on system development. In
such PBLs, students develop in a team. Therefore, product submitting and presentation have been done as
a team. On the other hand, as an individual student, recording learning and its reection are not enough.
We focus weekly reports of conpulsory PBL in our department. This weekly reports are used for grasping
work status and for reporting attendance status. In this paper, we survey the actual condition of the weekly
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教員が 2 名おり，150 文字から 200 文字の間に教員






































































































































































































































































図 3 個人週報: テーマ別平均文字数 (2004)
表 1 収集した週報データ
年度 受講者数 テーマ数 グループ数 個人週報のべ数 グループ週報のべ数
2004 243 23 54 7144 1496
2005 251 22 55 8483 1637
2006 248 25 57 8372 1704
2007 233 22 54 7545 1542
2008 228 21 48 7133 1262
表 2 個人週報: 年度別の学生別平均文字数の傾向
受講 平均 標準 最高
年度 者数 週報数 文字数 偏差 平均 100字未満 200字未満 300字未満 300字以上
2004 243 7144 118.9 107.9 760.9 135 (55.6%) 206 (84.8%) 229 (94.2%) 14 (5.8%)
2005 250 8483 136.2 123.5 943.8 120 (48.0%) 204 (81.6%) 231 (92.4%) 19 (7.6%)
2006 248 8372 69.1 72.6 507.8 213 (85.9%) 237 (95.6%) 243 (98.0%) 5 (2.0%)
2007 233 7545 90.7 129.4 1433.2 185 (79.4%) 216 (92.7%) 224 (96.1%) 9 (3.9%)
2008 228 7133 67.0 60.4 446.3 193 (84.6%) 221 (96.9%) 224 (98.2%) 4 (1.8%)
表 3 個人週報: 年度別のテーマ別平均文字数の傾向
年度 テーマ数 テーマ別最高 (字) 50字未満 100字未満 100字以上 200字以上
2004 23 268.6 3 (13.0%) 14 (60.9%) 9 (39.1%) 4 (17.4%)
2005 22 348.6 4 (18.2%) 8 (36.4%) 14 (63.6%) 2 (9.1%)
2006 25 317.4 12 (48.0%) 22 (88.0%) 3 (12.0%) 1 (4.0%)
2007 22 394.3 6 (27.3%) 20 (90.9%) 2 (9.1%) 2 (9.1%)







































































































































図 4 個人週報: 担当教員別平均文字数 (2004-2008)














3. 3. 4 平均文字数の分析結果
言うまでもないことではあるが，フィードバックが
少ない提出物は受講学生の意欲をそぎ，徐々に手抜






























































































表 4 受講学生全体と平均文字数上位 5%の頻出語 (2004)
全学生 上位 5%
抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数
行う 4275 1 班 676
作成 3656 2 グループ 491
発表 3073 3 作成 436
グループ 2833 4 発表 397
報告 2123 5 作業 395
作業 1839 6 活動 391
水曜日 1748 7 内容 360
月曜日 1740 8 行う 342
班 1650 9 プロジェクト 337
月 1502 10 先生 318
内容 1388 11 月 301
プロジェクト 1371 12 システム 297
システム 1360 13 報告 290
話し合う 1261 14 病院 261
中間 1236 15 月曜日 232
考える 1188 16 情報 231
最終 1131 17 考える 228
活動 1119 18 水曜日 208
ポスター 979 19 個人 194
今週 968 20 最終 192
話し合い 943 21 行なう 186
予定 901 22 全体 186
自分 875 23 予定 180
担当 855 24 状況 179
プログラム 840 25 全員 179
個人 840 26 出席 177
確認 837 27 話し合う 176
準備 819 28 デザイン 172
実験 815 29 メンバー 167























































































































































て 2. 3で紹介した Experience Mapとポートフォリ
オを組み合せて活用する取り組みを進めていく予定
である．
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